（2006.3.2財務戦略部会勉強会資料）
学校法人明治学院資産運用要領

常務理事会承認日付省略
(目的)
Ⅰ　本要領は，学校法人明治学院経理規程（以下「経理規程」という。）第１条および第23条第１項に基づき，経営の安定的な収益源としての運用資産を確保し，蓄積し，もってその効率的な運用を図ることを目的とする。

(理事会の機能および運用方針)
Ⅱ　常務理事会は，運用資産の管理，運用に関する諸機能について権限を保有するものとする。ただし，資産運用計画に基づく諸機能の行使については，経理規程第６条に定める統括経理責任者がその権限を保有するものとし，財務理事がこれを補佐し，経理部長がその実務に当たる。

２　経理部長は，有価証券等による資産運用を意図するときは，総合予算審議に先立ち，運用の方法およびその条件等について資産運用計画を立案し，財務理事を通じて財務委員会に諮り，常務理事会の承認を得なければならない。

３　経理部長は，有価証券による運用を行うときは，資産運用計画に基づく月例運用計画を立案し，この案を月初に，財務理事を通じて統括経理責任者に諮り，月内の運用についての指示をあおがなければならない。また稟議の決裁は運用の実行前に得なければならない。さらに運用結果，月末保有有価証券残高表を作成し統括経理責任者に報告を行わなければならない。

なお有価証券運用の経緯と結果については，四半期毎に公認会計士の調査を受け，監事および常務理事会に報告しなければならない。

(運用資産の区分およびその種類)
Ⅲ　運用資産は，これを長期運用資産と短期運用資産とに区分し，その種類は次による。

(1) 長期運用資産

イ　施設・設備資金

施設・設備等の新規取得，更新などを目的として留保されている資金

ロ　年金および退職資金

年金および退職引当特定資産として留保されている資金

ハ　特定基金

学校法人の特定基金のほか，教育研究の向上等を目的として蓄積されている学術研究振興基金等の資金

ニ　その他の資金

国際交流等を目的として蓄積されている資金

(2) 短期運用資産

イ　学生生徒納付金，入学検定料および補助金等収入から生じる一時的な余裕資金

ロ　繰越支払資金

将来の支出超過の発生に備えて，次年度以降に繰越された支払資金

(運用基準)
Ⅳ　運用を行うときは，学校法人としての性格を十分認識し，元本を確実に回収するため，下記のとおり安全な方法により運用しなければならない。

株式，株式投資信託，為替リスクを伴う商品およびスワップ等デリバティブ商品での運用は行わない。

ただし，「年金信託契約書」および「基金運用信託契約書」に基づく外部金融機関による運用はこの限りではない。

(1) 長期運用資産

定期預金，譲渡性預金(ＣＤ)，国内における市場性の高い債券，および公社債で運用される投資信託とする。

イ　債券とは，国債，政府短期証券(ＦＢ)，地方債，金融債，事業債その他の確定利付の公社債とする。

ロ　事業債による運用の場合は，一銘柄の保有取得価額の上限を原則として１億円とする。

ハ　事業債のうち転換社債の運用額の長期運用資産に占める割合は100分の５以下とする。

ニ　事業債による運用は，原則として優良企業(主要格付け機関による「Ａ」以上)の新規発行銘柄とする。ただし，既発債の売買にあっては安全性を重視し，かい離幅を考慮しつつ，表面利率が高いものまたは最終利回りの高い銘柄を対象とする。この場合の取得価格は100円を超えないこととする。

ホ　債券投資信託の運用は原則として安定運用，安定分配のものを対象とし，長期運用資産に占める割合は，100分の20以下とする。

(2) 短期運用資産

定期預金，譲渡性預金(ＣＤ)，金融債，公社債で運用される投資信託，およびこれらと同等以上の安全性ある商品とする。

Ⅴ　統括経理責任者は，毎年度決算審議の際，資産運用に関し，その成果を財務委員会を経て常務理事会に報告しなければならない。
付　則

（以下省略）

学校法人明治学院有価証券評価に関する学内基準内規

2002年3月15日　常務理事会承認
第１条　この内規は，学校法人明治学院規程第23条第２項にかかわる学内基準について定めることを目的とし，有価証券による資産運用を行った場合については，この内規によるものとする。
第２条　有価証券による資産運用を行った場合，その帳簿価格は取得価格による。ただし，時価のある有価証券については，時価が帳簿価格より著しく低下した場合には，時価によって評価減を行う。著しく低下した場合とは，時価が帳簿価格に対し70％以下となった場合とする。
第３条　第２条に抵触する有価証券は，その価格が短期間に回復可能と認められるときを除き，時価によって評価する。
付　則
この内規は，2002年３月29日より実施する。
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